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第2章で著者は、様々な阻害剤を使って鶏精子において膜ラフトと Protein kinase A (PKA) シグ





第3章で著者は、PKA 経路と AR 誘起機構とのギャップを仲介するメカニズムを検討するため、
Src family tyrosine kinases (SFK)の発現と機能性を調べた。免疫的検出により、リン酸化型 SFK 
および SFK のプロトタイプである c-src の発現と精子頭部への局在を確認した。さらに薬理学的
手法により、SFK 活性化は膜電位調節を介して細胞内カルシウム動態 ([Ca2+]i)、PKA および AR
誘起をネガティブレギュレーションすることを明らかにし、SFK と PKA 活性化によるAR制御様式
が鳥類と哺乳類精子間で異なることを示唆した。また界面活性剤を利用した生化学分析により、SF
K は局在および機能面で膜ラフトに制御されていることを明らかにした。 
第4章で著者は、AR 誘起プロセスの最終段階に不可欠である精子―内卵黄膜 (IPVL) 結合の生理














グナル伝達経路を制御することで AR を誘起することが明らかになった。また膜ラフトは SFK に
よる膜電位調節を介して、[Ca2+]i、PKA活性および AR 誘起をネガティブレギュレーションしてい





令和 2年 1月 21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結
果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
